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教育目標

学ぶ意欲にとみ

心豊かで たくましい生徒

八戸市立島守中学校

TEL８３－２０１１
文責 校長 竹 花 和 人

校長 竹 花 和 人
※７月５日（火）の全校朝会講話より

平成２８年も６か月が過ぎました。昨年度「１年の計は元旦にあり」という言葉を紹介
し、夢や志をもって生活しようという話をしましたが、２・３年生は覚えていますか。そ
して、新年に決意した夢や志に向かって努力できましたか。人間は強く決意したことであ
っても時間が過ぎれば忘れてしまいがちです。改めて、今年１年の夢や目標を思い出して
みましょう。
また先週から玄関ホールに様々な願い事が書かれた短冊を飾った七夕飾りを置きまし

た。これは奈良時代に中国から伝わった風習で、日本人はかなり昔から正月や七夕など節
目節目で願い事を掲げ、願いが叶うように祈りながら生活してきたのです。中学校でも、
７月は１学期のまとめの時期として、これまでの生活を振り返るためのアンケートや学級
活動を行い、「自分自身の成長と課題」に気付き、夏休みに向かって計画を立てることに
なります。これも長い間続いてきた学校での風習です。充実した夏休みを過ごすために、
しっかりと取り組んでほしいものです。
さて、今日は「過去から学び、今日のために生き、未来に対して希望をもつ」という言

葉を紹介します。これは、アインシュタインの言葉です。アインシュタインを知っていま
すか。２０世紀最大の物理学者とか現代物理学の父ともいわれる、天才的な物理学者です。
実際にどのような発見をした人なのかは、あとで理科の先生に聞いてください。
アインシュタインの述べたこの言葉は、皆さんの中学校生活にそのままあてはまるので

はないでしょうか。中学校生活を充実させるためには、「将来・未来に対して希望や夢を
もつ」ことが必要です。そして、「将来への夢」を実現させるためには、「今日を充実させ
る」ことが必要であり、そのためには「自分なりに一生懸命努力して生活する」ことが大
切だと思います。今日を充実させるためには、自分の課題を明らかにすることが必要です。
そして課題を明らかにするためには、「過去の自分を振り返り、過去の失敗から学び、改
善のために努力する」ことが大切です。さきほど、７月には１学期を振り返るためにアン
ケートを行うということを話しましたが、これは「今日を充実させ、将来の夢を実現させ
る」ために必要だからです。
１学期も残り１３日、「過去から学び、今日のために生き、未来に対して希望をもつ」

ことを意識して生活しましょう。

過去から学び、今日のために生き、未来に対して希望をもつ
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７月８日(金)の生徒朝会で、八戸市青
少年海外派遣団員として中国へ派遣され
た織田零央くんによる「海外派遣報告会」
が行われました。織田くんは、パソコン
を使用して写真を提示したり、クイズ形
式を取り入れたりするなど、みんなに分
かりやすく楽しめるような工夫をして発
表をしました。ちなみに、右上の写真は、
「１元札」を提示しながら「１元は日本
円でいくらになるでしょうか」との問題
を出しているところです。（正解は、約
１５円でした）
最後に、織田くんは「中国に行く前は、

正直に言ってあまりいい印象をもってい
なかったけれども、行ってみると中国の
人々は親切で優しく、とてもいい人たち
でした。中国に対する考え方が変わりま
した。」という感想を述べていました。
これこそが、今回の海外派遣の一番大き
な成果であったと思います。発表を聞い
ていた生徒たちにも、織田くんの思いが
伝わってくれることを期待します。

昭和２２年４月に島守中学校が開校して、
今年は７０年目となります。このことに関
連した取組として、以下のとおり記念講演
会を実施することとしました。
そこで、せっかくの機会ですので、この

講演会を保護者や地域の方々にも御案内し、
生徒と一緒に聞いていただきたいと思いま
す。講演会の詳しい日程や内容については、
後ほど改めてお知らせいたします。お忙し
い時期とは思いますが、ぜひおいでくださ
いますよう、お願いいたしします

○日時 ９月２１日（水）１３時３０分～
○講師 十日市秀悦さん

（八戸市出身のタレント）
※この講演会は八戸市総合政策部の「八戸
大使派遣事業」に応募したところ、事業
対象校に選ばれたため実施するものです。

７月２日(土)に、デーリー東北メディア
ホールで、八戸市の青嶺俳句会が主催する
第１２回「俳句のまち八戸」学生俳句大会
の表彰式が行われました。本校では、１年
生の砂倉大和くんが、秀逸に選ばれました。
秀逸とは、１位である天位、２位である地
位、３位である人位の次に位置する賞です。
思っていた以上に盛大な表彰式で、砂倉く
んは多少緊張していたようですが、堂々と
した立派で賞状を受け取ることができ、さ
すが島中生と誇らしく思いました。
今回の俳句に限らず、作文やポスターな

ど様々な作品募集の案内が学校に届いてい
ます。授業の中ではすべて取り扱うことが
できないため、夏休み中の課題となるもの
も多いと思います。自分の可能性を広がる
ためにも、積極的に応募してほしいもので
す。
受賞作品

「まぶしくて 君にかぶせる 夏帽子」
１年 砂倉 大和


